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平成24年度 当初予算 平成24年度
　注目事業一般会計 32億8400万円　前年度比  4.6％ 　1億5800万円減

特別会計 19億7120万円　前年度比  9.1％ 　1億6390万円増

52億5520万円

1000万円
津波安全対策津波安全対策

津 波緊急避難場所整備工事

4514万円
防災無線のデジタル化に
向けた工事（２年目）
防災無線のデジタル化に
向けた工事（２年目）

防 災行政無線のデジタル化

70万円
大正11年建立
９月16日式典（予定）
大正11年建立
９月16日式典（予定）

良 寛堂建立90周年記念事業

267万円
バランスのよい食事をバランスのよい食事を

栄行政　　　養士 設置

1575万円

小 学校校舎棟屋上防水改修工事

805万円
新しいバスに入れ替え新しいバスに入れ替え

マ イクロバス購入

250万円
山谷地内住宅団地造成
のため
山谷地内住宅団地造成
のため

新 規団地測量費

410万円
取水井戸整備取水井戸整備

新水道　　　規水源（井戸）工事

一般会計 一般会計 一般会計 一般会計

一般会計 一般会計特別会計 特別会計
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（会期　３月７日～16日　10日間）３月定例会
定
例
会
で
は
、
23
年
度
補
正
予
算
並
び
に
24
年
度
一
般
会
計
・
特
別

会
計
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
、
協
定
の
一
部
変
更
、
指
定
管
理
者

の
指
定
、
過
疎
計
画
の
一
部
変
更
な
ど
議
案
36
件
が
提
出
さ
れ
、
慎

重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
陳
情
１
件
を
不
採
択
し
ま
し
た
。

＊３月定例会で決まった補正予算＊
（△は減額）

会　　　計 補　正　額 補正後の予算額

一 　 般 　 会 　 計 （ 第 ８ 号 ） 732万円 36億5419万円

一 　 般 　 会 　 計 （ 第 ９ 号 ） △  803万円 36億4615万円

一 　 般 　 会 　 計 （ 第10号 ） 143万円 36億4759万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 （第４号） 1361万円 5億9854万円

介 護 保 険 事 業 （第３号） △  113万円 6億8677万円

簡 易 水 道 事 業 （第２号） △1069万円 1億5310万円

特定地域生活排水事業 （第１号） △    20万円 2080万円

農 業 集 落 排 水 事 業 （第２号） 500万円 1億7860万円

下 水 道 事 業 （第２号） △  330万円 2億1670万円

住 宅 用 地 造 成 事 業 （第４号） △  235万円 4710万円

人事案件

一般会計補正予算
おもな歳出（第８号）

おもな歳出（第９号）

おもな歳出（第10号）

・除雪委託料追加 ……………………… 485万円

・小学校校舎屋上防水改修工事設計業務委託料… 49万円

・国民健康保険事業特別会計繰出金追加…3049万円

・介護保険事業特別会計繰出金追加……141万円

・道路新設改良舗装工事追加 山谷４号線…1000万円

・住宅用火災警報器設置緊急支援事業補助金減…△250万円

・石井町船揚場浚
しゅんせつ

渫工事 ………………143万円

監査委員の選任
　　　　　平成24年４月１日から４年間
　　　石　川　　豊 （羽黒町）

（△は減額）

特別会計補正予算
お も な 歳 出

国民健康保険事業（第４号）
・一般被保険者療養給付費追加………705万円

簡易水道事業（第２号）
・運営準備基金積立………………… 1169万円

農業集落排水事業（第２号）
・管路工事………………………………650万円
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可
決
し
た
条
例
改
正
な
ど

　
　
　
　
　
主
　
な
　
も
　
の

◆
出
雲
崎
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
設
置
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

・
沢
田
と
乙
茂
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
廃
止
に
伴
う
改
正

◆
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
関
す
る
条
例
制
定

・
町
の
最
上
位
の
計
画
で
あ
る
総
合
計
画
の
基
本
構

想
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
と
す
る

た
め
、
制
定
す
る
も
の

◆
出
雲
崎
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

・
第
５
次
介
護
保
険
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
４

月
１
日
か
ら
（
３
年
間
）
の
、
介
護
保
険
料
を
改

定
す
る
も
の

◆
出
雲
崎
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
一
部
を
改
正

・
築
８
年
の
川
西
の
住
宅
の
家
賃
を
、
６
万
円
か
ら

５
万
円
に
す
る
も
の

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
出
雲
崎
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ふ
れ
あ
い
の

里
）
を
、
出
雲
崎
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
指
定
す

る
も
の

・
出
雲
崎
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
、
社
会
福

祉
法
人
中
越
老
人
福
祉
協
会
に
指
定
す
る
も
の

◆
町
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

・
大
字
井
鼻
か
ら
大
字
住
吉
町
地
内
ま
で
を
、
町
道

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
線
と
し
て
、
認
定
す
る
も
の

本
陳
情
は
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
町
の
更

な
る
発
展
の
た
め
に
、
国
旗
・
町
旗

を
、
行
政
執
行
部
と
住
民
の
代
表
で
あ
る
町
議
会
議

員
が
、
国
を
愛
す
る
、
町
を
愛
す
る
大
切
さ
を
自
ら

示
し
町
民
の
模
範
と
な
り
、
今
後
、
出
雲
崎
町
が
更

に
発
展
し
自
立
の
道
を
歩
ん
で
行
け
る
よ
う
に
、
町

民
が
一
つ
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
を
も
っ

て
採
択
す
べ
き
も
の
と
考
え
、
不
採
択
に
反
対
す
る

も
の
で
す
。

本
陳
情
に
関
し
て
、
県
内
の
他
町
村
を

見
ま
す
と
、
二
つ
の
町
で
不
採
択
、
審

議
に
入
ら
な
い
町
村
は
三
町
村
で
あ
り
、
県
内
に
お

い
て
、
議
場
に
国
旗
を
掲
揚
し
て
い
る
町
村
は
一
つ

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
旗
を
掲
揚
し
て
い
る
所
は
あ
り
ま
す
が
、
広
い

議
場
を
持
っ
て
い
る
所
で
あ
り
、
当
町
は
議
場
も
狭

く
、
そ
れ
な
り
の
国
旗
・
町
旗
を
掲
揚
す
る
の
は
、

難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

掲
揚
す
る
・
し
な
い
に
関
ら
ず
国
旗
・
日
の
丸

は
、
私
達
の
胸
の
中
に
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
く
、

こ
れ
を
も
っ
て
不
採
択
に
賛
成
す
る
も
の
で
す
。

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き
（
主
な
も
の
）

１
・
10　

第
１
回
全
員
協
議
会

２
・
16　

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
会
だ
よ
り
75
号
）

　
　

17　

第
２
回
全
員
協
議
会

　
　
　
　

東
京
電
力
㈱
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電

所
視
察

　
　

21　

新
潟
県
町
村
議
会
議
長
会
第
63
回
定

期
総
会
（
新
潟
市
）

３
・
１　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

７　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

３
月
定
例
会
召
集
日

　
　

８　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
会
だ
よ
り
75
号
）

　
　

12　

定
例
会
２
日
目
（
一
般
質
問
）

　
　

13　

社
会
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

16　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

定
例
会
最
終
日

　
　
　
　

第
３
回
全
員
協
議
会

　
　
　
　

現
地
調
査
（
新
規
園
芸
施
設
）

　
　

26　

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
会
だ
よ
り
75
号
）

（
平
成
24
年
１
月
～
３
月
）

討
論

陳
情
第
６
号

「
議
場
に
国
旗
・
町
旗
を
掲
揚
す
る

　
　
　
　
　
　
　
こ
と
を
求
め
る
陳
情
」

　
　
不
採
択
に
決
定

反
対

賛
成
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３
月
定
例
会
は
平
成
24
年
度
の
予
算
を
決
定
す
る
定
例
会
で
す
。
委
員
会
で
審
査

さ
れ
た
主
な
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

問　
文
書
広
報
費
で
、
行
政
文
書
な
ど
の
配
達
が
新
し
く
始
ま
り
ま
す
。
詳
し
い

内
容
は
。

答　
毎
月
５
日
の
配
布
に
つ
い
て
は
職
員
が
配
達
、
20
日
は
郵
送
で
あ
っ
た
が
、

24
年
度
か
ら
、
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
ず
も
ざ
き
の
方
々
に
、
月
２
回

の
配
達
を
委
託
す
る
も
の
で
す
。

問　
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
は
、
お
年
寄
り
は
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、

利
用
に
つ
い
て
は
、
タ
ク
シ
ー
で
な
く
バ
ス
で
も
よ
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
バ

ス
会
社
が
難
色
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
対
応
が
で
き
な

い
か
。

答　
バ
ス
会
社
に
よ
る
と
、
町
内
だ
け
の
路
線
で
あ
れ
ば
金
券
で
も
対
応
で
き
る

が
、
郊
外
に
繋
が
る
路
線
で
は
対
応
し
か
ね
る
と
の
答
え
で
す
。
バ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
経
費
、
利
用
面
で
も
い
い
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
の
で
、

別
の
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
が
ん
ば
る
街
な
み
支
援
助
成
金
に
つ
い
て
、
現
在
ど
の
よ
う
な
方
が
利
用
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答　
天
領
の
里
付
近
で
革
細
工
を
さ
れ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
、
で
き
れ
ば
、
雪
消

え
に
店
舗
を
開
き
た
い
、
常
駐
し
て
店
を
開
く
に
は
時
間
が
か
か
る
が
、
店
舗
改

装
に
つ
い
て
支
援
を
お
願
い
し
た
い
と
の
話
し
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
考
え
の
方
々

か
ら
、
口
コ
ミ
で
伝
わ
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
等
、
補
助
金
に
つ
い
て
ど
の
位
見
込
ん
で
い
る
の

か
、
ま
た
、
何
故
利
用
が
少
な
い
の
か
？

答　
全
体
的
に
耐
震
改
修
を
さ
れ
る
住
宅
が
２
件
、
部
分
的
に
改
修
対
象
住
宅
を

２
件
、
併
せ
て
４
棟
を
見
込
ん
で
い
る
。
少
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年

震
度
６
弱
の
地
震
に
対
し
、
家
が
耐
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
大
丈
夫
と
い
う
根
拠
の

な
い
安
心
感
が
あ
る
の
で
は
、
住
宅
の
該
当
す
る
改
修
住
宅
が
、
昭
和
56
年
以
前

の
住
宅
で
あ
り
、
高
齢
者
の
方
で
経
済
力
に
余
裕
の
な
い
方
が
多
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
１／３
が
助
成
さ
れ
ま
す
が
、
２／３
が
自
前
と
い
う
部
分
で
、
改
修
は
必
要
だ

が
高
額
の
出
費
が
あ
り
、
手
が
出
ず
ら
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

問　
防
災
行
政
無
線
で
以
前
聞
こ
え
な
い
所
が
あ
っ
た
が
、
今
回
の
工
事
で
改
善

を
考
え
ら
れ
た
か
。

答　
今
ま
で
は
、
屋
外
局
は
親
局
が
21
局
あ
っ
た
も
の
を
、
37
局
に
大
幅
に
増
し

た
。
無
線
の
効
く
範
囲
は
中
心
か
ら
400
ｍ
が
聞
え
る
状
態
で
す
。
全
て
に
建
て
る

の
は
不
可
能
、
住
宅
を
中
心
に
、
農
業
を
さ
れ
て
い
る
所
を
中
心
に
、
屋
外
局
を

拡
大
し
ま
し
た
。
人
家
が
密
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
や
か
ま
し
い
と
の
声
も

あ
る
の
で
、
実
際
運
用
の
段
階
で
状
況
を
見
な
が
ら
、
向
き
を
変
え
た
り
い
ろ
ん

な
形
で
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
学
校
給
食
用
食
材
の
放
射
性
物
質
検
査
の
内
容
は
。

答　
24
年
度
初
め
て
の
予
算
で
、
こ
の
度
の
放
射
能
事
故
に
伴
な
い
、
県
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
学
校
給
食
の
食
材
に
つ
い
て
、
放
射
線
量
を
測
る
器
械
を
用
意
す
る

か
ら
、
各
自
治
体
の
方
で
検
査
を
し
な
い
か
と
の
問
い
合
せ
が
あ
り
、
町
と
し
て

も
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
月
１
回
長
岡
で
、
翌
日
使
う
食

材
の
放
射
線
量
を
検
査
し
、
異
常
が
無
い
場
合
翌
日
の
給
食
に
使
う
と
い
う
も
の

で
す
。

問　
常
楽
寺
で
水
質
の
い
い
水
源
が
見
か
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
水
道
に
接
続
す

る
の
か
、
ま
た
、
新
年
度
は
新
た
な
試
掘
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

答　
常
楽
寺
の
本
井
戸
は
、
小
木
水
系
に
接
続
し
ま
す
。
ま
た
、
小
木
水
系
で
は

２
箇
所
で
開
発
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
深
町
団
地
の
山
谷
側
と
大
釜
谷

側
２
箇
所
で
開
発
で
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
４
箇
所
の
井
戸
の
設
備
工
事
を
進

め
、
早
い
段
階
で
変
更
認
可
を
取
得
供
給
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
。

問　
東
日
本
大
震
災
で
一
番
に
困
っ
た
の
は
ト
イ
レ
と
の
こ
と
。
当
町
の
各
最
終

処
理
場
を
バ
イ
パ
ス
化
で
き
な
い
か
。

答　
処
理
水
系
が
異
な
る
の
で
、
基
本
的
に
は
出
来
ま
せ
ん
。
過
去
の
震
災
で
も

下
水
管
が
流
れ
な
か
っ
た
時
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
マ
ン
ホ
ー
ル
へ
ポ
ン
プ
で
圧

送
し
ま
し
た
。
処
理
場
の
耐
震
対
策
を
優
先
し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
機
能
保

全
を
順
次
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
不
妊
治
療
、
天
領
の
里
オ
ー
プ
ン
デ
ッ
キ
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
な
ど
に
も
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
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◎
ふ
る
さ
と
出
雲
崎
応
援
寄
附
金

の
状
況
に
つ
い
て
（
総
務
課
）

　

平
成
20
年
の
制
度
開
始
か
ら
毎

年
、
約
600
万
～
700
万
円
の
寄
附

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
23
年
は

659
万
円
。
開
始
以
来
の
合
計
は

２
６
０
０
万
円
以
上
と
な
り
ま

す
。

◎
市
町
村
に
よ
る
原
子
力
安
全
対

策
に
関
す
る
研
究
会
に
つ
い
て

（
総
務
課
）

　

柏
崎
刈
羽
原
発
の
安
全
確
保
、

実
効
性
の
あ
る
避
難
計
画
を
検
討

す
る
、
当
町
を
含
む
県
内
26
市
町

村
で
構
成
す
る
「
原
子
力
安
全
対

策
に
関
す
る
研
究
会
」
と
、
県
の

実
務
担
当
者
と
の
「
原
子
力
安
全

対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

◎
柏
崎
刈
羽
原
発
に
お
け
る
事
故

等
の
通
報
に
関
す
る
協
定
書
の
締

結
に
つ
い
て
（
総
務
課
）

　

東
京
電
力
（
株
）
と
既
に
安
全

協
定
を
結
ぶ
、
柏
崎
市
と
刈
羽
村

を
除
く
、
県
内
28
町
村
と
２
月
９

日
、
連
絡
通
報
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

協
定
に
基
づ
き
今
後
は
、
東
京

電
力
（
株
）
か
ら
県
を
経
由
せ
ず

に
、
町
に
直
接
詳
し
い
情
報
が
届

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
（
財
）
良
寛
記
念
館
の
町
移
管

に
つ
い
て
（
産
業
観
光
課
）

　

移
管
日　

平
成
25
年
１
月
１
日

公
設
運
営
開
始
日　

25
年
４
月
27

日
。
町
へ
の
移
管
に
よ
っ
て
、
施

設
の
更
な
る
充
実
、
強
化
を
図
る

も
の
で
す
。

◎
今
冬
の
降
雪
、
除
雪
状
況
に
つ

い
て
（
建
設
課
）

　

２
月
11
日
に
最
大
積
雪
深
95
㎝

（
昭
和
61
年
以
降
最
大
）。
車
道

◎
23
年
度
出
雲
崎
宝
も
の
新
発
見

事
業
の
経
過
に
つ
い
て（
教
育
課
）

　

各
集
落
よ
り
93
点
（
１
次
締

切
）
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

議
員
か
ら
の
要
望

　

「
宝
も
の
一
覧
表
」
の
取
扱
い

を
慎
重
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
町

で
の
保
管
も
検
討
し
て
も
ら
い
た

い
。

除
雪
23
回
（
過
去
最
高
）
実
施
し

ま
し
た
。（
２
月
16
日
現
在
）

議
員
か
ら
の
要
望

①
要
介
護
世
帯
の
除
雪
補
助
。

②
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
立
上
げ
。

③
海
岸
地
区
の
町
道
の
除
雪
方
法

の
改
善
（
融
雪
剤
撤
布
等
）。

◎
23
年
度
町
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
事
業
の

実
施
状
況
に
つ
い
て（
保
健
福
祉
課
）

　

①
早
期
発
見
へ
の
取
り
組
み

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
対
策
講

演
会
（
210
名
参
加
）。
尿
生
化
学

検
査
に
よ
り
一
日
塩
分
摂
取
量
を

試
算
し
、
生
活
改
善
に
生
か
す
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

②
Ｃ
Ｋ
Ｄ
移
行
ハ
イ
リ
ス
ク
群

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
～
保
健
指
導
の

充
実
。
24
年
度
に
行
政
栄
養
士

（
常
勤
）
を
採
用
し
ま
す
。

　

③
人
工
透
析
へ
の
移
行
を
防
止

す
る
取
組

　
　

㋑
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　

ト
会
議
を
年
２
回
開
催
。

　
　

㋺
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
連
携
会
議

　

の
開
催
。

　
　

㋩
Ｃ
Ｋ
Ｄ
病
診
連
携
シ
ス
テ

　

ム
の
構
築
。

　
　

㋥
か
か
り
つ
け
医
と
腎
臓
専

　

門
医
と
の
連
携
の
推
進
を
実
施

　

し
ま
し
た
。

◎
石
井
町
町
営
住
宅
の
建
設
に
つ

い
て
（
建
設
課
）

　

若
者
向
け
町
営
住
宅
一
棟
を
ひ

ば
り
パ
チ
ン
コ
跡
地
に
建
設
し
ま

す
。

全
員
協
議
会

第
１
回  
１
月
10
日
開
催

第
２
回  

２
月
17
日
開
催

第
３
回  

３
月
16
日
開
催ＣＫＤ対策講演会（３月10日（土））

　

主
な
質
疑
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。
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東
日
本
大
震
災
を
機
に
、
当
町

で
も
、
昨
年
10
月
30
日
に
、
海
岸

地
区
津
波
避
難
訓
練
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
様
々
な
問
題
点

が
確
認
で
き
た
事
に
よ
り
、
私
は

次
の
３
点
に
わ
た
る
新
た
な
防
災

を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

防
災
計
画
に
つ
い
て

質
問 

海
岸
バ
イ
パ
ス
・
背
後
地

か
ら
町
道
に
貫
け
る
小
路
と
呼
ば

れ
る
通
り
を
、
避
難
用
通
路
と
し

て
整
備
し
、
津
波
発
生
時
に
お
け

る
、
避
難
動
線
の
最
短
化
を
計
る

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
当
局
の
所

見
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

避
難
は
時
間
と
の
戦
い
と

思
い
ま
す
。
一
度
に
全
て
を
と
言

う
の
は
、
な
か
な
か
無
理
も
生
じ

ま
す
が
、
出
来
る
所
か
ら
、
公
道

や
避
難
場
所
な
ど
も
含
め
、
ど
こ

を
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
行
く

か
、
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
　
下
　
孝
　
幸
　
議
員

出雲崎海岸地区の家並み

質
問 

避
難
時
に
は
、
地
区
で
の

声
掛
け
、
助
け
合
い
な
ど
の
、
共

助
が
大
切
で
す
。

　

避
難
済
み
で
あ
る
事
を
近
隣
に

知
ら
せ
る
た
め
、
避
難
時
に
玄
関

付
近
の
目
立
つ
所
に
掲
げ
て
、
地

区
で
避
難
済
み
家
屋
の
目
印
と
な

る
、
黄
色
い
旗
ま
た
は
シ
ー
ル
の

よ
う
な
物
を
配
備
し
、
各
地
区
に

お
け
る
避
難
家
屋
の
確
認
を
、
容

易
に
す
る
事
が
、
迅
速
な
地
区
共

助
避
難
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。
配
備
を
検
討
す
る
考
え
は
あ

り
ま
す
か
。

答
弁 

災
害
時
に
は
、
何
と
言
っ

て
も
先
ず
は
逃
げ
る
と
言
う
事
が

最
優
先
で
す
。

　

地
域
に
お
け
る
共
助
は
大
変
重

要
で
、
そ
の
地
域
内
に
お
け
る
共

助
を
、
迅
速
に
行
う
た
め
の
手
段

の
１
つ
と
し
て
、
大
変
有
効
な
方

法
と
考
え
ま
す
。
十
分
検
討
し
、

し
か
る
べ
く
対
応
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

質
問 

東
北
地
方
で
も
問
題
視
さ

れ
ま
し
た
が
、
行
政
が
指
定
す
る

避
難
施
設
で
あ
り
な
が
ら
、
電
源

の
確
保
が
出
来
ず
、
被
災
者
の
避

難
生
活
に
大
き
な
混
乱
と
支
障
を

き
た
し
ま
し
た
。

　

被
災
者
の
最
低
生
活
権
の
確
保

の
た
め
、
指
定
避
難
施
設
へ
の
非

常
用
電
源
の
確
保
を
、
喫
緊
の
課

題
と
す
る
事
が
、
大
変
重
要
と
考

え
ま
す
。

　

今
後
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
な
ど
を
設
置
し
て
、
非
常
用

電
源
の
確
保
を
考
え
る
つ
も
り
は

あ
り
ま
す
か
。

答
弁 

電
源
喪
失
は
大
変
深
刻
な

問
題
で
、
現
在
町
が
所
有
す
る
自

家
発
電
機
は
、
連
続
運
転
で
３
時

間
程
度
で
す
。
今
後
、
法
律
で
許

さ
れ
る
燃
料
の
最
大
備
蓄
量
の
、

200

ま
で
燃
料
の
備
蓄
を
検
討

し
、
対
応
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

避
難
動
線
の

　
　

  

最
短
化
に
つ
い
て

避
難
確
認
の
目
印
を

避
難
所
の
電
源
確
保
は
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三
　
輪
　
　
　
正
　
議
員

地
区
の
現
状
を
考
え
た

　
　
　
　
　

定
員
の
改
善
を

質
問 

消
防
団
の
重
要
性
に
つ
い

て
は
、
近
年
益
々
そ
の
重
要
性
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
当
町
に
お
い
て
は
関
係
者

の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年

欠
員
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
大
の
原
因
と
し
て
、
部
（
地

区
）
の
世
帯
数
、
人
口
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
に
よ
り
、
世
帯
数
の
少
な

い
部
が
、
毎
年
欠
員
を
発
生
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
最
大
約
６
倍
の

差
が
あ
り
、
毎
年
、
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
、
特
定
の

部
（
地
区
）
へ
の
負
担
は
問
題
で

あ
り
、
早
急
に
町
・
消
防
団
で
改

善
策
を
考
え
る
べ
き
で
あ
り
ま

す
。

消
防
団
の
再
編
は
難
し
い

答
弁 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

以
前
に
２
議
員
か
ら
も
質
問
が
あ

り
、
今
回
の
質
問
に
関
し
て
も
、

現状に合った消防団組織を

消
防
団
幹
部
の
方
の
意
見
も
聞
い
て

お
り
ま
す
。
結
論
か
ら
い
う
と
、
再

編
は
難
し
く
、
各
種
対
応
で
欠
員
の

解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

24
年
度
か
ら
「
特
別
団
員
制
度
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
制
度
に

よ
り
、
欠
員
問
題
は
か
な
り
改
善
さ

れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

消
防
団
Ｏ
Ｂ
隊
の
発
足
を

質
問 

団
員
確
保
の
た
め
、
地
区
に

よ
っ
て
年
間
、
各
戸
２
千
～
３
千
円

負
担
し
て
い
ま
す
。

　

初
期
消
火
、
欠
員
解
消
の
た
め
、

消
防
団
Ｏ
Ｂ
の
方
に
よ
る
「
Ｏ
Ｂ

隊
」
の
発
足
を
検
討
す
べ
き
と
思
い

ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

特
別
団
員
制
度
で
対
応

答
弁 

Ｏ
Ｂ
隊
は
形
を
変
え
た
特
別

団
員
制
度
に
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、

自
主
防
災
組
織
で
の
消
防
団
経
験
者

の
活
動
に
も
通
ず
る
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
現
状
と

　
　
　
　
　
　
　

連
携
に
つ
い
て

質
問 

町
で
は
平
成
20
年
度
よ
り

自
主
防
災
組
織
の
発
足
に
向
け

て
、
各
集
落
に
呼
び
か
け
て
い
る

が
組
織
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

　

ま
た
組
織
の
重
要
性
は
今
後
、

益
々
大
き
く
な
る
と
考
え
ま
す
が

活
動
の
強
化
に
つ
い
て
、
行
政
、

消
防
等
の
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。

組
織
率
は
91
％
に

答
弁 

65
あ
る
行
政
区
の
う
ち
、

組
織
は
59
地
区
で
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
。
又
、
世
帯
数
で
み
て
も
行

政
区
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

組
織
の
活
動
強
化
を

質
問 

ク
リ
ー
ン
作
戦
の
時
な
ど

に
、
消
火
栓
や
消
火
器
の
取
扱
講

習
の
実
施
や
、
防
災
士
の
育
成
な

ど
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
思
い

ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

防
災
士
の
育
成
に
努
め
る

答
弁 

自
主
防
災
組
織
を
通
じ

て
、
各
種
の
活
動
を
お
願
い
し
て

い
き
ま
す
。
防
災
士
は
当
町
で
は

４
名
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

消火栓取扱い講習
クリーン作戦時（船橋地内）
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滞在型観光と観光立町は

田
　
中
　
　
　
元
　
議
員

　

滞
在
方
法
と

　
　
　
　
　

施
設
の
充
実
は

観
光
立
町
の
予
算
付
は

質
問 

施
政
方
針
で
、
地
域
資
源
を
生

し
た
、
着
地
型
観
光
商
品
の
開
発
に
よ

り
、
通
過
型
観
光
か
ら
、
滞
在
型
観
光

を
目
指
し
、
誘
客
に
よ
る
地
域
の
活
性

化
を
は
か
る
と
あ
り
ま
す
。
滞
在
型
観

光
は
地
域
の
産
業
観
光
に
は
、
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
。
町
内
の
状
況
は
、
滞
在

す
る
施
設
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

滞
在
の
方
法
、
施
設
の
充
実
に
つ
い

て
今
後
ど
う
進
め
て
い
く
か
伺
い
ま

す
。

答
弁 

現
在
の
観
光
客
は
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
見
て
、
帰
ら
れ
る
の
が
大
半
で

す
。
滞
在
型
観
光
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
客

を
い
か
に
呼
び
こ
む
か
が
最
大
の
目
標

だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
出
雲
崎
で
は
、
民
宿
、
旅
館

を
含
め
て
、
200
人
強
の
人
が
宿
泊
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
今
の
社
会

情
勢
と
近
隣
の
充
実
し
た
宿
泊
施
設
も

あ
り
、
温
泉
を
掘
り
宿
泊
施
設
を
作
る

こ
と
は
経
営
が
難
し
い
。
当
町
は
、
民

宿
を
中
心
と
し
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中

で
、
接
待
を
し
リ
ピ
ー
タ
ー
客
の
増
え

る
可
能
性
を
考
え
て
い
ま
す
。
大
き
な

施
設
は
な
い
が
、
そ
れ
な
り
の
対
応
さ

れ
て
い
る
方
々
か
ら
、
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
、
特
色
あ
る
お
客
さ
ん
が
こ
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

探
し
な
が
ら
、
大
勢
の
方
か
ら
滞
在
、

お
泊
り
い
た
だ
く
努
力
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
官
・
民
で
力
を
合
せ
て
、
頑

張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

質
問 

官
・
民
で
力
を
合
せ
て
努
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
理
解
で

き
る
、
民
間
活
力
の
努
力
が
必
要
と
い

わ
れ
る
が
、
特
に
民
泊
に
対
す
る
行
政

の
テ
コ
入
れ
の
考
え
方
は
あ
り
ま
す

か
。

答
弁 

民
宿
・
旅
館
業
を
営
む
方
々
か

ら
、
立
場
に
お
け
る
売
り
込
み
を
し
、

リ
ピ
ー
タ
ー
客
に
来
て

い
た
だ
く
の
が
大
切
で

す
。

　

行
政
と
し
て
、
妻
入

り
の
街
並
み
整
備
、
良

寛
記
念
館
が
町
直
営
に

な
り
、
誘
客
に
対
す

る
効
果
が
で
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク

な
製
品
づ
く
り
、
頑
張

る
街
並
み
整
備
（
上
限

100
万
円
）
等
の
助
成
も

し
て
お
り
、
１
人
で
も

多
く
の
方
々
か
ら
、
出

店
し
て
も
ら
う
努
力
を

し
て
い
ま
す
。

質
問 

観
光
立
町
を
目
指
す
本
町

の
新
年
度
予
算
で
、
観
光
費
が
約

１
７
０
０
万
円
の
減
額
で
す
。
大
き
な

減
額
で
観
光
立
町
を
続
け
て
い
か
れ
ま

す
か
、
伺
い
ま
す
。

答
弁 

前
年
と
の
実
質
的
な
予
算
額
は

変
更
が
あ
り
ま
せ
ん
。
中
越
沖
地
震
の

復
興
基
金
等
が
終
了
し
町
の
財
政
上
か

ら
の
減
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問 
平
成
23
年
度
中
止
に
な
っ
た
、

天
領
の
里
で
の
こ
い
の
ぼ
り
に
つ
い
て

は
、
一
般
町
民
か
ら
お
譲
り
い
た
だ
い

た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
新
年
度
に
あ
ら

た
に
実
施
す
る
も
の
と
、
期
待
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
理

由
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁 

天
領
の
里
に
柱
を
建
て
こ
い
の

ぼ
り
を
掲
揚
し
、
一
定
期
間
の
あ
と
撤

去
す
る
と
、
柱
だ
け
の
こ
り
ま
す
。
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
景
観
が
く
ず
れ
て

し
ま
う
、
原
点
に
返
っ
て
改
め
て
検
討

し
、
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

妻入りの街並にお店を



11

いずもざき議会だより　　第75号　　平成24年４月20日

質
問 

出
雲
崎
が
存
続
す
る
た
め

に
、
10
年
後
、
20
年
後
に
つ
い

て
、
お
尋
ね
し
ま
す
。
長
岡
北
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
に
か
ら
む
国
道

352
号
の
改
良
、
バ
イ
パ
ス
化
、
特

に
米
田
、
石
井
町
間
の
改
良
に
つ

い
て
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
町

長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁 

352
号
米
田
・
石
井
町
間
に

つ
い
て
は
、
当
初
計
画
を
変
更

し
、
現
道
の
改
良
で
進
ん
で
お
り

ま
す
が
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
い

財
政
が
悪
化
し
て
お
り
、
公
共
事

業
を
中
心
に
し
て
、
大
変
厳
し
い

状
況
で
す
。
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

や
三
島
地
内
の
バ
イ
パ
ス
も
必
要

で
す
が
、
出
雲
崎
地
内
、
特
に
、

展
望
坂
を
中
心
と
し
た
道
路
改
良

を
最
優
先
に
、
事
業
化
を
考
え
て

い
ま
す
。

質
問 

六
郎
女
地
域
の
基
盤
整
理

も
最
終
段
階
に
入
り
ま
し
た
。
未

整
備
地
の
基
盤
整
備
を
、
中
山
間

地
基
盤
整
備
で
実
施
す
る
と
な
る

と
、
予
算
規
模
が
小
さ
く
、
整
備

が
遅
れ
ま
す
。
担
い
手
育
成
、
21

世
紀
型
農
業
の
基
盤
整
備
を
、
取

り
入
れ
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

答
弁 

中
山
間
地
総
合
整
備
事
業

は
、
次
は
八
手
地
区
を
考
え
て
い

ま
す
が
、
新
規
採
択
は
難
し
い
。

国
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
を
に
ら
み
、
新

し
い
農
業
政
策
を
打
出
し
た
、
地

域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
担
い

手
育
成
や
、
耕
作
面
積
の
集
積

化
、
足
腰
の
強
い
農
業
の
推
進
で

す
。
中
山
間
地
で
の
事
業
は
厳
し

い
た
め
、
新
し
い
施
策
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
、
基
盤
整
備
を
実

施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
地
元

の
皆
さ
ん
の
理
解
を
い
た
だ
き
、

全
力
を
あ
げ
事
業
化
に
む
け
、
徹

底
的
に
実
施
し
ま
す
。

質
問 

東
京
大
学
で
、
９
月
入
学

を
検
討
し
て
い
る
と
、
報
道
が
あ

り
ま
し
た
。
小
・
中
学
校
に
も
関

連
し
て
ま
い
り
ま
す
。
行
政
と
し

て
の
、
考
え
方
を
お
聞
き
し
ま

す
。

答
弁 

国
の
方
針
が
出
て
く
る
ま

で
、
静
観
し
な
が
ら
、
柔
軟
に
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問 

柏
崎
刈
羽
原
発
の
長
期
展

望
に
つ
い
て
、
町
長
が
条
件
つ
き

で
、
再
開
を
認
め
る
と
い
う
ラ
ジ

オ
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
ま
し
た
。
原

発
の
耐
用
年
数
は
40
年
か
ら
60
年

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
福
島
の
事

故
に
つ
い
て
は
、
検
証
が
ま
だ
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
子
供
、
孫
の
た

め
に
も
、
耐
用
年
数
の
過
ぎ
た
も

の
か
ら
廃
炉
に
す
べ
き
も
の
と
思

い
ま
す
。

答
弁 

柏
崎
刈
羽
原
発
視
察
で
、

原
子
力
は
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
、

事
故
が
発
生
し
た
か
ら
、
原
子
力

を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
方
々

の
十
分
な
検
証
、
そ
れ
に
対
応
す

る
判
断
、
結
果
の
公
表
が
さ
れ
た

時
、
原
子
力
を
将
来
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
、
当
面
は
考
え
る
べ

き
と
思
い
ま
す
。
安
全
性
の
確
保

を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
議
会
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意

向
も
見
定
め
な
が
ら
、
進
路
、
結

論
を
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

出
雲
崎
の
将
来
に
つ
い
て

諸
　
橋
　
和
　
史
　
議
員

急カーブで狭い（三島地内）
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東日本大震災で発生した　
　　　がれき処理について

田
　
中
　
政
　
孝
　
議
員

質
問 

昨
年
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
か
ら
、
１
年
が
経
ち
ま
し

た
。
私
は
テ
レ
ビ
を
見
て
、
現
実

と
は
思
え
な
い
光
景
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
と
は
、

と
て
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
一
瞬
の
う
ち
に
家
屋
や
自
動

車
・
船
と
あ
ら
ゆ
る
物
が
流
さ
れ

る
様
は
、
現
実
な
の
か
再
三
自
分

の
目
を
疑
い
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
復
興
が
進
ま
な
い
第

一
の
原
因
は
、
が
れ
き
の
処
理
が

進
ま
な
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
、

受
け
入
れ
を
表
明
し
て
い
る
自
治

体
は
大
変
少
な
く
、
住
民
の
理
解

を
得
る
ま
で
に
は
、
至
っ
て
な
い

状
態
で
あ
り
ま
す
。

　

推
計
で
２
２
５
２
万
ト
ン
、
こ

の
う
ち
処
理
が
済
ん
だ
も
の
は

117
万
ト
ン
で
約
５
％
～
６
％
で

す
。
が
れ
き
は
通
常
の
10
年
か
ら

20
年
分
が
仮
置
き
場
に
集
め
ら

れ
、
被
災
地
で
の
処
分
能
力
を
は

る
か
に
超
え
た
量
で
あ
り
ま
す
。

環
境
省
は
平
成
26
年
の
３
月
末
ま

で
、
処
理
を
終
え
る
と
言
う
目
標

を
持
っ
て
い
て
も
、
極
め
て
厳
し

い
と
発
言
し
て
お
り
ま
す
。
全
国

自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
市
町

村
の
33
％
が
現
時
点
で
困
難
、

52
％
が
ま
っ
た
く
考
え
て
い
な
い

と
回
答
し
、
全
体
の
86
％
が
難
色

を
示
し
て
い
る
状
態
で
す
。
本
県

に
お
い
て
も
、
具
体
的
な
検
討
を

進
め
て
い
る
の
は
新
潟
、
長
岡
、

柏
崎
、
三
条
、
新
発
田
の
５
市
で

あ
り
、
が
れ
き
処
理
は
緊
急
を
要

す
る
と
思
い
ま
す
。

　

エ
コ
パ
ー
ク
を
抱
え
る
自
治
体

と
し
て
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
伺
い
ま
す
。

答
弁 
が
れ
き
が
処
理
さ
れ
な
い

以
上
、
復
旧
・
復
興
は
進
ま
な
い

こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
パ
ー
ク
を
受
け
る
に
も
苦

渋
の
選
択
を
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
、
ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
受
け

入
れ
る
べ
き
で
な
い
と
強
硬
な
申

し
入
れ
が
あ
り
、
住
民
の
理
解
を

得
る
に
は
非
常
に
難
し
い
。
エ
コ

パ
ー
ク
と
の
協
定
書
の
中
で
、
県

外
の
廃
棄
物
は
受
け
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
の

と
こ
ろ
受
け
入
れ
る
意
思
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
、
国
・
県
な
ど
の

新
た
な
事
態
が
発
生
す
れ
ば
、
そ

れ
な
り
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
が
、
現
段
階
で
軽
々

に
、
前
向
き
に
検
討
す
る
と
は
い

え
ま
せ
ん
。

がれきの山
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一
番
感
じ
た
こ
と
は
、
風
光
明
眉
な
リ
ア
ス
式
海
岸
が
、
湾
や
入
り
江
の
構
成
に
よ
り
、
被
害
状
況
に

差
異
が
見
ら
れ
た
こ
と
と
、
大
き
な
特
徴
は
、
地
震
に
よ
る
被
害
が
少
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
報
道
で
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
復
旧
・
復
興
を
妨
げ
て
い
る
要
因
は
、
津
波
に
よ
る
堆
積

物
・
が
れ
き
の
処
理
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

表
に
も
あ
る
と
お
り
、
仮
置
場
へ
の
搬
入
は
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
先
が
未
だ
不
透
明
で
、

国
は
、
が
れ
き
処
理
費
用
の
全
額
負
担
を
表
明
し
、
全
国
の
自
治
体
に
協
力
を
要
請
し
て
お
り
ま
す
。

　

釜
石
市
で
は
、
北
九
州
市
か
ら
復
興
推
進
本
部
に
出
向
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
、
釜
石
の
現
状
と
、
今
後

の
具
体
的
戦
略
に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

「
釜
石
港
で
は
、
１
ｍ
の
地
盤
沈
下
と
な
り
、
建
物
が
ま
ば
ら
に
残
っ
た
。
昨
年
12
月
に
復
興
計
画
の

骨
子
を
示
し
た
が
、
ま
だ
合
意
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
防
波
堤
の
カ
サ
あ
げ
や
作
り
直
し
に
関
し
、
い

ま
だ
に
県
の
指
示
が
な
い
。
地
盤
沈
下
に
つ
い
て
は
、
砂
利
を
敷
き
、
砂
を
積
み
上
げ
る
こ
と
に
し
て
い

る
が
、
ど
こ
ま
で
作
業
が
で
き
る
の
か
」
と
先
行
き
不
安
の
様
子
で
あ
り
ま
し
た
。

　

釜
石
市
の
災
害
廃
棄
物
の
発
生
量
は
、
約
82
万
ｔ
、
既
撤
去
率
は
、
約
60
％
、
解
体
対
象
建
築
物
は
、

約
１
０
０
０
戸
で
す
。
ま
た
、
廃
棄
物
の
構
成

は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
43
％
、
不
燃
物
28
％
、
木

く
ず
16
％
、
可
燃
物
６
％
、
鉄
類
３
％
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
方
針
と
し
て
①
迅
速
な
災
害
廃
棄
物

処
理
（
撤
去
主
体
か
ら
撤
去
と
処
理
へ
）
②
地

元
資
源
の
活
用
（
土
地
・
施
設
・
技
術
）
数
値

目
標
と
し
て
、
資
源
化
率
50
～
70
％
、
地
元
還

元
率
50
％
以
上
、
総
事
業
費
は
、
約
300
億
円
の

見
込
み
。

　

今
回
の
調
査
で
、
予
想
は
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
が
れ
き
や
廃
棄
物
の
処
理
が
進
ま
な
い
た

め
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
戦
略
に
苦
労
さ
れ

て
お
ら
れ
る
こ
と
が
、
よ
く
理
解
で
き
ま
し

た
。
安
全
基
準
を
明
確
に
し
、
き
ち
ん
と
し
た

資
料
に
基
い
て
説
明
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
被

災
地
は
救
え
な
い
し
、
復
興
も
遅
れ
る
ば
か
り

で
、
大
変
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
痛
切
に
感
じ

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

（
山
﨑　

信
義
）

　去る３月21日・22日　岩手県釜石市を中心
に調査をしてきました。今回の行程に関係し
た、市町の被害状況は表のとおりです。政 務 調 査

死者
（人）

行　方
不明者
（人）

がれき
推計量
（千ｔ）

仮置場搬入
済量（千ｔ）

搬入率
（％）

処理処分量
（千ｔ）

処理処分
割合（％）

処理処分
目標期日

宮　
　

城　
　

県

松 島 町 2 0 43 44 103 30 70.9 Ｈ26年３月

東 松 島 市 1047 58 1657 1157 70 37 2.2 Ｈ26年３月

石 巻 市 3182 553 6163 2982 48 467 7.6 Ｈ26年３月

女 川 町 575 340 444 280 63 144 32.5 Ｈ26年３月

南 三 陸 町 565 280 560 322 58 10 1.8 Ｈ26年３月

気 仙 沼 市 1032 324 1367 1349 99 25 1.9 Ｈ26年３月

岩　

手　

県

陸 前 高 田 市 1555 240 1016 934 92 92 9.0 Ｈ26年３月

大 船 渡 市 340 84 756 715 95 239 31.6 Ｈ26年３月

釜 石 市 888 158 762 381 50 16 2.0 Ｈ26年３月

（平成24年３月19日現在）

行き場のないがれき
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編
集
後
記

　
平
成
24
年
度
に
入
り
ま
し

た
。
新
年
度
予
算
は
３
月
定

例
会
に
お
い
て
、
可
決
、
成

立
し
ま
し
た
。

　
景
気
低
迷
の
中
、
行
政
は

す
み
や
か
に
予
算
執
行
を
し

て
、
町
内
の
各
種
産
業
の
活

気
づ
け
に
、
向
け
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
議
会
と

行
政
が
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
、
町
の
活
性
化
に
向
け
努

力
し
て
、
町
民
の
皆
様
に
も

協
力
し
て
も
ら
い
、
街
の
元

気
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
議
会
だ
よ
り
の

編
集
員
も
編
集
を
通
し
、
町

民
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

御
意
見
、
要
望
を
い
た
だ
い

て
、
編
集
に
取
り
入
れ
た

り
、
議
会
の
意
見
の
集
約
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
重
ね
て
御
意
見
、
要
望
を

お
願
い
し
ま
す
と
共
に
、
御

指
導
、
御
鞭
撻
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　 

　
　
　
（
田
中
　
元
）

表
紙
の
小
話

町

民

の

声

きずな（避難者との交流会）

　
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た

昨
年
、
今
年
の
漢
字
に
「
絆
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
日
本
は
も

と
よ
り
全
世
界
が
被
災
地
に
同

情
と
支
援
を
惜
し
ま
ず
、
そ
れ

が
「
絆
」
と
い
う
言
葉
に
要
約

さ
れ
ま
し
た
。
思
い
や
り
あ
ふ

れ
る
秩
序
、
正
し
く
理
性
的
な

行
動
を
示
し
た
被
災
者
の
連
帯

の
強
さ
に
、
海
外
の
メ
デ
ィ
ア

は
こ
ぞ
っ
て
賞
賛
を
惜
し
み
ま

せ
ん
で
し
た
。
人
と
の
つ
な
が

り
は
最
大
の
財
産
で
あ
り
、
何

物
に
も
代
え
が
た
い
心
豊
か
に

暮
し
て
い
く
糧
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
私
達
も
こ
れ
か
ら
過
去
の
災

害
の
教
訓
を
生
か
し
、
向
う
三

軒
両
隣
の
さ
さ
や
か
な
「
絆
」

を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
輪
を

広
め
、
い
ざ
と
い
う
時
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
し
た
い
も

の
で
す
。

　
福
島
か
ら
新
潟
県
に
避
難
さ

れ
た
方
が
、
「
人
生
は
ま
さ
か

の
坂
も
自
分
な
り
に
楽
し
く
登

り
た
い
」
と
い
わ
れ
た
言
葉
が

印
象
的
で
し
た
。
被
災
地
と
つ

な
が
る
同
じ
空
の
下
に
い
る
こ

と
を
忘
れ
ず
に
、
私
達
も
迷

い
、
悩
み
、
楽
し
み
な
が
ら
あ

の
坂
こ
の
坂
を
ゆ
っ
く
り
登
り

た
い
も
の
で
す
。

　「
絆
」

　矢
川

　正
夫

米 

田

　
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
上
級

生
に
見
守
ら
れ
て
、
緊
張
す
る
ピ

カ
ピ
カ
の
一
年
生
、
は
じ
め
て
の

大
き
な
式
で
、
国
歌
、
校
歌
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
自

分
の
名
前
を
呼
ば
れ
た
時
に
、
元

気
に
返
事
を
す
る
姿
は
、
私
に
は

頼
し
く
、
可
愛
い
く
み
え
ま
し

た
。

　
今
、
社
会
は
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
新
入
生
が
、
社

会
人
に
な
る
時
は
、
高
齢
化
社
会

が
も
っ
と
進
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
。

　
わ
た
く
し
た
ち
大
人
が
、
行

政
・
議
会
・
町
民
が
一
致
団
結
し

て
明
る
い
未
来
に
向
っ
て
、
努
力

し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
今
年
は
例
年
よ
り

も
、
春
の
訪
れ
が
遅
く
、
農
作
業

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
春
の
息
吹
を

待
つ
と
と
も
に
、
一
年
生
に
元

気
・
明
る
さ
を
も
ら
っ
た
入
学
式

で
し
た
。
　
　
　 

（
田
中
　
元
）

発
行
／
出
雲
崎
町
議
会
　
責
任
者
／
議
長
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野
勝
正
　
編
集
／
議
会
報
特
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員
会
　
〒
949-4392 新

潟
県
三
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郡
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字
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発
行
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７
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日

　
こ
ろ 議
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だ
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定


